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表11　平成28年度の総代と世話人
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表12　山車の制作費用
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の２町内では町内会費から材料を購入する程度の
ため，別途の集金はしない。
　花山車の町内と山山車の町内がどのように決
まっているのか総代に尋ねたところ，歴史的経緯
は不明で，「昔からそうなっている」とのことで
あった。とすると，花山車の町内と山山車の町内
とで制作費用が常に異なることになり，地区に
よって不平等感は生じないかという点について自
治振興会事務局に聞いたところ，そうした感じも
確かに潜在しているようだが，その解消の意味も
込めて，他町内の山車への「花代」として１台あ
たり500円程度を各戸から任意に集めて，各山車
に配分するようにしているとのことであった。
　山車制作以外の費用としては飲食代が多いほ
か，宮司さんや消防団等への謝礼があり，全体と
して赤字にならないようにやりくりしている。
　５）山車祭りの流れ
　山車祭り当日の流れについては，前節で実地観
察の様子を紹介したが，ここでは総代へのヒアリ
ングによって，観察では分からない点も含めて整
理したい。祭りの初日は，①朝９時前から羽山神
社に神職，総代，自治振興会の役員ほか地域の主
だった方々が集まって神事が執り行われ，引き続
いて御神体が神輿に移される。②９時半頃，神輿
は羽山神社を出発し，近くの１・２区（通称「宮
本」地区，行政区名は「大小」地区）の集会所に
移される。ここが最初の「お旅所」（地元では「駐
連所」と称す）となる。③地区の人々は事前に集
会所を整えたり，お供え物と「刺し串」（おでん）
が用意する。④集会所内で神主さんによる神事が
行われて神楽の剣舞が舞われる。⑤神事が終わる
と神輿が次のお旅所に向けて移動し，その後につ
いて山車が出発する。⑥このようにして神輿は各
地区を順に渡御する。各町内の山車は，神輿が次
のお旅所に移るのに付き従って移動を始める。⑦
神輿は夕方までに小学校校庭に設置された幕舎に
入る。⑧地区内を巡行していた7つの山車も校舎
に集ってきて整列する。整列の仕方は事前の抽選
で決まっている。⑨その後，各山車では，無形文
化財の祭り囃子が夜通し演奏される。
　祭り２日目は，10時から羽山太鼓や除石獅子
舞，漫才などの伝統芸能が奉納された後，神輿は
２日目の渡御に出て三和会（地区交流館）－夏窪
会（３区集会所）を経て羽山神社に還御する。こ
れには７つの山車のうち，三和，夏窪，宮本の３
台が付き従って交流館の手前に待機して，三和の
神事が終わるのを待つ。その後，夏窪，宮本の２
台が夏窪のお旅所までお供する。その後は，宮本
の花山車だけが羽山神社への参道入口まで付き従
い，神輿は羽山神社に還御して２日にわたる日程
を終える。
　６）祭り囃子：太鼓と笛
　山車祭りではお囃子が演奏され，「羽山神社の
祭り囃子」として市の無形文化財に指定されてい
る。お囃子は祭りを盛り上げるために必須で，祭
りの２ヶ月くらい前からベテラン技能者が先生役
になって，地区民に太鼓や笛の講習を行う。しか
し山車制作の人出不足もあって練習時間が十分に
とれず，技能伝習の成果はなかなか上がらない。
特に，小太鼓と大太鼓の「羽山太鼓」を正確に叩
ける人は５人ほどしかいないという。
　お囃子の技能継承のため，ベテラン技能者が山
舟生小学校の「太鼓クラブ」の児童を相手に週1
回教えてきたが，児童の減少でクラブは2012年に
なくなった。クラブを卒業した子どもも多く他出
してしまい，地元に残る人は少ない。さらに山舟
生小学校は2016年度をもって閉校になり，伝統の
お囃子の技能継承は困難に直面している。「伊達
市合併10周年記念フェス」などのイベント参加の
際には，子どもたちを急きょ集めて５・６回練習
して技能を維持している状態であるという。また
かつては県内の祭り仲間による「太鼓間の交流」
があったが，今はほとんどがなくなってしまった。
祭り囃子の技能継承は，山車の制作以上に将来を
見通せない状況にある。
　６．羽山祭り運営の変化
　一連のヒアリングの中で，羽山祭りの運営は，
山舟生をとりまく社会情勢の変化にあわせて，変
わってきた点が多々あることがわかった。変わっ
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た時点（年）については，もはや人々の記憶にな
い場合が多いが，変更点は次の通りである。
・開催日 … 秋祭りの祭日は，『梁川町史』に「旧
暦10月８日」と記されているが（表７），総代へ
のヒアリングによれば，７日が「宵祭り」，８日
が「本祭り」の２日間が本来の姿であるという。
しかし担い手となる農家世帯員の会社勤めが増え
て平日の参加が困難になったことから，1980年頃，
宮司さんと相談して，「11月の第一土日」に変更
された。本来の秋祭りの日にも，神社で神事だけ
が行われている。
・神輿渡御 … 従前はみんなで神輿を担いだが，
担ぎ手の減少と高齢化で，軽トラックに乗せて移
動させるようになった。変化した時期は20年以上
前とのことであった。
・お旅所（駐連所） … 神社を出た神輿は各区
（集落）のお旅所を巡って神事を執り行うが，従
前は各区の名家がお旅所となった。しかし，家族
員が減って高齢化も進んで対応困難になったこと
から，集会所をお旅所とするようになった。
・渡御コース … 『梁川町史』に紹介されたコー
ス（図４）のうち，現在は②赤柴と⑥浜井場で
は神輿は集落内を巡行するだけになり神事は隣区
の集会所であわせて行うようになっている。
・山車の運行 … 以前は各山車は羽山神社のある
宮本に７台すべてが整列して神輿につき従った。
また２日目はすべての町内に山車をみせて回るの
が本来の姿だった。しかし引き手の若者や子供が
減少した今は，宮本への集結はできなくなり，さ
らに７台の行列は交通障害になるという理由で警
察から許可が下りなくなった。運行の範囲も，引
き手の高齢化で上り坂がきつい地区は省略されて
短縮されるようになった。
・山車制作の担い手 … 従前は７方部の氏子青年
組織が山車の制作を担当した。会費を払って入会
を認められたものであったため，特権的な意識も
あったという。概ね35歳までの年齢条件があった
が，青年人口の減少とともに年齢制限は不明確に
なり，特権意識も消えて，今では「かつての青年」
も引退せずに参加し，町内会の行事として近隣全
体で支えるようになっている。
・花代 … 地区外の山車への寄付金「花代」は，
かつては山車が各町内に巡行した際に渡したり，
家を１件１件訪ね歩いてもらった時代もあった
が，今は羽山連絡協議会のメンバーが前述の金額
（１台あたり500円程度）を集金している。また
以前は，宵祭りの会場に集結した山車に花代を渡
していた。しかし，花代を持たないと行きづらい
との意見が地元内外から寄せられたため，事前に
集める方式に変更して，祭り会場でのお金のやり
とりを減らして気軽に来訪できるようにした。た
だ，地区出身者が里帰りして持参したり，一般の
有志が持参することもあり，そうした花代は受け
入れている。かつては他出した里帰りの人からの
寄付金も多く，祭りの資金は余るくらい集まった。
・山車祭りの長期中断と再開 … 山車祭りの歴史
の中で最も大きな変化といえるのは，長期間中断
され，また復活したということである。中止され
たのは東京オリンピックの頃で，お金を稼ぐこと
が優先され，伝統行事は疎かにされて，各地で祭
りが中止された。山舟生でも1965年頃に山車より
も稼ぎに関心が移って祭りは中止された。その後，
伝統文化の継承が叫ばれるようになり，1980年，
当時の青年，今の総代の世代（60・70代）が再開
させた。先陣を切ったのは除石青年会で，２トン
トラックの荷台に人形を作って再開した。山車の
屋台は小屋に残されていたが，10年以上使用しな
かったため，木が腐るなどして修理が必要だった。
ちょうどその年の冬は「クリスマス豪雪」で，翌
年倒木が安価に売り出され，クリの木の寄付が寄
せされたりして，翌1981年は山車を新たに制作し
て祭りを行った。そうした流れをみて西部同志会，
夏窪会が続き，最後に日組が復活した。
　以上のように，「伝統」の山車祭りも，地域を
めぐる社会経済状況や若者転出と少子高齢化とい
う変化にあわせて，村に残った人々が臨機応変の
合意形成によって変化させながら持続してきた。
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Ⅳ．まとめと考察　
　１）「地域力」の源泉
　本報告では，山舟生の「地域の力」の源泉と考
えられる近隣組織と諸行事の状況，および地域を
代表する伝統行事の羽山神社「山車祭り」の運営
の仕組みについて概観した。
　近隣地域の自治と行事の状況については，Ⅱ章
の「小括」で述べた通り，後継者世代の流出の中で，
町内会の活動は最低限の行事（新年会，総会，春
秋の懇親行事）に縮減して，自治振興会の活動へ
の協力が主になりつつある。しかしどの集落（区）
にも神社やお堂があり，高齢女性を主とする「講」
も頻度を減らしながら持続し，月例の高齢者サロ
ンや山舟生全体の行事の準備や「反省会」もあっ
て，集会所の使用頻度は高い。面倒な町内会費の
徴収も，高齢者の安否確認の機会とも認識される
ようになっている。
　他方，最大の伝統行事「山車祭り」は，氏子総
代と山車制作の担い手の男性を中心とする交流機
会として重要な役割を果たしている。山車制作の
約１ケ月の間は，毎晩のように集まって制作に携
わり，その日の作業が一段落した後は飲み会に移
る。町内会でのヒアリングでは，作り手・引き手
の高齢化で，消極的に「しょうがなく」，「惰性」
で継続しているとの思いもあるものの，羽山神社
と山車祭りの存在は，間違いなく地域の人々の「ま
とまり力」を強める役割を果たしている。
　筆者の居住する仙台郊外の団地ではこうした多
頻度・高密度の交流機会はないし，班が違えば誰
が住んでいるかも分からない。町内会長の成り手
もなかなかいない。確かに山舟生の諸行事も，子
供や若者が多かった時代に比べて寂しくなった。
他方で，前稿（1）で紹介した地域資源や自治振
興会の役割とも合わせて考えると，地域の「つな
がり」は高齢者の割合が高まった分，濃密さを増
しているといえるのではないか。
　そして忘れてならないのは，集まりや行事のた
びに食事を作って参集者に提供する奥さんたちも
また重要な役割を果たしているということであ
る。その詳細は次稿（3）で報告予定だが。この「共
同飲食」なしに人々の懇親は成り立たない。
　以上のような交流基盤は，以前はどの村でも
あったものであろう。その中で山舟生の自治力の
源泉にあるのは，やはり羽山神社の山車祭りと，
各集落にあるお堂や社の存在であり，それに由来
する共同行事なのではないか。その経験の上に「村
づくり推進協議会」が生まれ，さらに「自治振興
会」がその発展型として自立的に成立したのだと
とらえたい。
　２）持続性の課題
　今後の持続性には大きな不安を抱える。140年
続いた山舟生小学校は2017年３月，梁川中心部の
小学校に統合されて閉校となり，祭囃子の技能伝
習の機会確保も簡単でなくなった。他出せずに留
まった通勤勤務の後継者層が退職年齢になった
時，家を継承するかどうかが，将来の伝統行事の
維持と高齢化・限界化の状況を左右することにな
る。
　山舟生は食品小売店が1件もなく，バス路線も
ない不便な村だが，僻遠の地でも豪雪地でもなく，
都市へのマイカー通勤可能な「近郊山村」である。
マイカーアクセス容易な通勤内に多く居住する他
出縁者に地域の情報を継続発信して故郷への潤心
を持続してもらい，引退時に実家に戻ってもらう
ための工夫が求められよう。（未完）
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＜注＞
★１：『梁川町史』10巻，山舟生の章（p.928）による。
★２：2015年４月の自治振興会発足後，各世帯は町
内会費とは別に，各種団体への負担金を含む１万
円を「自治振興会費」として負担している。
★３：国勢調査の小地域は「越戸」による。小地域
の境界と９区の境界を重ねると，９区には「越戸」
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と「和田山」の東半部が含まれるが，地形図と重
ねると，９区の集落は大半が「越戸」に含まれる。
★４：日本型直接支払制度の１つの多面的機能支払
交付金。山舟生は伊達市の促進計画区域に指定さ
れ，里山保全協議会が結成されている。
★５：これも日本型直接支払の１つ。中山間地域で
農地を維持・管理していくため集落協定を締結し
て農業生産活動を行う場合，面積に応じて一定額
を交付する仕組み。山舟生では２，３，４，６，８，９，
12区の田や畑で実施されている。
★６：山車祭りの中止は，1980年以降では，昭和天
皇崩御の年と大雨水害があった年の２度あった。
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